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扁平上皮癌の臨床病理学的解析に関する研究 

 

１．研究の対象 

2012 年 1 月～2023 年 6 月に当院で扁平上皮癌の手術を受けられた方 

 

２．研究目的・方法 

扁平上皮癌は口腔内で最も発生頻度が高いがんです。発生部位（舌や頬など）や病

理組織像（顕微鏡でみたときのがんの形）の違いにより、予後や治療方針が異なって

くる場合があります。今回の研究では、扁平上皮癌の発生部位や病理組織像の違い

と、診療情報（年齢や性別など）、蛋白質発現、遺伝子変化などを比較することで、

診断精度の向上や予後の推定、予後の改善に貢献できるものと考えています。 

 研究期間を 2023 年 7 月から 2028 年 3 月までとします。大阪大学歯学部附属病院の

病理診断結果のもとに、臨床情報と病理組織像に関する情報のデータベースを作成し

ます。それをもとに手術検体から形態学解析、蛋白質発現・遺伝子変化の検討を行い

ます。岡山大学病院にて切除された手術材料の組織標本とそのカルテ基本情報を大阪

大学に提供します。組織標本は郵送にて提出し、カルテ基本情報はパスワード付きエ

クセルデータにて提出します。 

 

 試料・情報の利用または提供開始予定日：研究機関の長の許可日から 1 週間後 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

この研究はあなたの診療情報・診療で得た病理組織検査の残余を用いるため、とくに不利

益はないと考えております（下記参照）。 

 ・使用情報：年齢、性別、病歴、治療歴、診療録 

 ・使用試料：生検あるいは手術で得られた病理組織検体（診断が完了しているもの） 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

    〒700－8558 岡山市北区鹿田町 2 丁目 5-1 

医病新様式：オプトアウト 単機関 
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